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１．調査の目的 

・町民の通勤時の自動車利用の実態及び公共交通への転換意向、転換の取り組みへの企業の協力意向

を把握し、次年度以降の通勤手段の転換の取組み可能性を検討する。 

 

２．実施手法 

１）調査対象 

・町内の「名石浜工業団地」、「長洲工業団地」の事業所のうち、従業員 50 人以上の規模である事業

所の町内居住従業員を対象とする。 

・該当企業は 13 社であるが、人材派遣業は勤務先が工業団地外であることを踏まえ、調査対象企業

数は 12 社とした。 

 

表 名石浜工業団地と長洲工業団地の事業所数及び町内居住の従業者数 

従業者規模 事業所数 

 
町内居住の 

従業者数 

 

構成比 

（％） 

構成比 

（％） 

1～29 人 20 50.0% 282 21.3% 

30～49 人 7 17.5% 67 5.1% 

50～99 人 6 15.0% 146 11.1% 

100 人以上 7 17.5% 826 62.5% 

総数 40 100.0% 1,321 100.0% 

資料：長洲町役場 

 

参考）従業者規模別事業所数（民営、平成 18 年） 

従業者規模 事業所数 

  

備考 構成比 

（％） 

構成比（累計） 

（％） 

1～29 人 5,417,537 94.7 （100.0）  

30～49 人 149,589 2.7 5.3 ＊30 人以上の累計 

50～99 人 93,121 1.6 2.6 ＊50 人以上の累計 

100 人以上 56,563 1.0 1.0 ＊100 人以上の累計 

総数 5,722,559 100.0 -  

注．総数には派遣・下請け従業者のみ 5,749 事業所を含む 

資料：「平成 18 年事業所・企業統計調査 結果の概要」統計局ホームページ 

 

 

２）調査手法 

・配布･･･町による訪問配布（配布日：平成 22 年 9 月 6 日（月）） 

・回収･･･町による訪問回収（平成 22 年 9 月 17 日（金）） 

（※企業担当者への回答者の提出期限：平成 22 年 9 月 15 日（水）） 

 

 

町内居住従業員の

約7割が従業員50

人以上の規模の事

業所に勤務 
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３）調査で把握すべき事項 

・調査で把握すべき事項は下表のとおりである。 

 

表 調査で把握すべき事項 

着目点 調査で把握すべき事項 

通勤時の公共交通手段の利用可

能性のある時間帯を把握する 

通勤の実態 通勤・帰宅時間帯 

主な通勤手段 

通勤の移動手段の実態を把握 

自動車・バイクから公共交通へ

の転換意向（取組み可能性）を

把握する 

通勤時の公共交通

利用意向 

通勤時の公共交通利用意向 

転換、非転換意向の要因を把握

する 

変更してもよい理由 

変更するのは難しい理由 

回答者の属性毎に差異があるか

を把握する 

回答者の属性 性別、年齢、居住地（行政区）、 

 

４）調査票など 

①調査票の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ あなた自身について 

問 1-1 性別 

問 1-2 年代 

問 1-3 居住地の行政区 

問２ 通勤の実態について 

問 2-1 通勤・帰宅時間帯 自宅出発、勤務先到着、帰宅開始時間帯 

問 2-2 主な通勤手段（SA） 1.自家用車（運転） 2.自家用車（送迎） 

3.バイク 4.徒歩や自転車 7.その他（具体的に ） 

問３ 通勤時の公共交通利用意向 

問 3-1 通勤時の公共交通利用意向 

あなたがお勤めの事業所まで公共交通（路線バス等）で通勤することができ

るようになった場合、自動車・バイクから公共交通の利用に変更してもよい

ですか（SA） 

 

問 3-2 変更してもよい理由を教えて 

下さい（MA） 

1.公共交通の利用で健康増進を図りたい 

2.交通事故の危険性を低減したい 

3.環境負荷の低減に貢献したい 

4.その他（具体的に） 

1.変更してもよい 2.変更するのは難しい 

1.出退社時刻が不規則 

2.時間的な制約を受けたくない 

3.新たな出費を伴う（例えば、現行の通勤

手当（交通費）では新たな出費が伴うな

ど） 

4.通勤や帰宅の途中で複数の立ち寄り場所

がある 

5.その他（具体的に） 

問 3-3 変更するのは難しい理由を教 

 えて下さい（MA） 

図 従業者アンケートの調査項目 

回答者の属性を把握 

通勤時の公共交通

手段の利用可能性

のある時間帯を把

握 

通勤の移動手段の

実態を把握（＊居住

地とのクロス集計） 

自動車・バイクから

公共交通への転換意

向（取組み可能性）

の把握 

転換、非転換意

向の要因分析 
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②調査における配布物 

ア）調査票（Ａ４用紙（両面、モノクロ）） 

○挨拶文 
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○調査票 
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〒869－0198 

      熊本県玉名郡長洲町大字長洲 2766 

      長洲・荒尾地域公共交通活性化協議会 

      【事務局】 

       長洲町役場 まちづくり課 企画調整係 

       ＴＥＬ：（0968）78－3239 ＦＡＸ：（0968）78－1092 

イ）配布用封筒（角２型封筒（茶色）） 

＊返信は各事業所がアンケート票を個別に回収→長洲町に送付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～公共交通をみんなで創り、守り、育てよう！～ 

マイカー通勤実態に関するアンケート調査票 在中 

アンケートへのご協力を何卒宜しくお願いします。 
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３．アンケート配布・回収状況 

 

 

 

 

４．集計結果 

１）結果の取りまとめ一覧 

・結果の取りまとめ一覧を下表に示す。 

 

表 結果の取りまとめ一覧 

把握すべき事項 集計結果 

回答者属性 性別 ○回答者の性別をみると、男性が約 89％、女性が約 8％であった。 

年代 ○回答者の年代をみると、「50～64 歳」が約 40％と最も多い。 

居住地 ○回答者の居住地としては六栄校区と腹赤校区がそれぞれ約 38％、

約 37％と多い。 

○行政区別にみると、腹赤校区の清源寺が約 22％と最も多く、次い

で六栄校区の向野北が約 14％となっている。 

通勤の実態 通勤・帰宅時間帯 ○行きは７時台が約 56％と最も多く、次いで６時台が約 32％となっ

ている。 

○帰りは 17 時台が約 28％と最も多く、次いで 19 時台と 18 時台がそ

れぞれ約 25％、約 22％となっている。 

主な通勤手段 ○主な通勤手段としては、「自家用車（自分で運転）」が約 67％を占

め、次いで「徒歩や自転車」が約 22％となっている。 

通勤時の公

共交通利用

意向 

通勤時の公共交通利用意向 ○通勤時の公共交通利用意向を示したのは回答者の約 13％である。 

変更してもよい理由 ○変更してもよい理由としては、「交通 事故の危険性を低減したい」

が最も多く、約 53％を占め、次いで「環境負荷の低減に貢献した

い」（約 47％）となっている。 

変更が難しい理由 ○変更が難しい理由としては、「出退社時刻が不規則」が最も多く、

約 57％を占め、次いで「時間的な制約を受けたくない」（約 41％）

となっている。 

○配布票数 1,073 票に対し、回収票数は 994 票であり、回収率は 92.6％であった。 
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２）集計結果 

（１）回答者属性 

①性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○回答者の性別をみると、男性が約 

 89％、女性が約 8％であった。 

男性

88.8%

女性

7.6%

無回答

3.5%

N=994

図 性別 

16～19歳

2.0%

20歳代

19.0%

30歳代

20.3%

40歳代

14.6%

50～64歳

40.1%

65歳以上

0.4%

無回答

3.5%

N=994

図 年代 

腹赤校区

36.5%

六栄校区

37.9%

清里校区

5.8%

長洲校区

16.0%

無回答

3.7%

N=994

図 居住地（校区） 

3.6%
21.6%

6.0%
4.8%

0.4%
2.4%
1.7%
0.6%
3.0%
2.4%

5.4%
2.0%

0.3%
0.8%
0.2%
1.0%

13.9%
4.1%

2.7%
0.4%
2.7%
1.4%
1.0%
0.1%
1.7%

0.0%
2.3%

0.8%
0.4%
0.2%
0.1%
0.2%
0.2%
2.1%

0.7%
2.5%
2.2%
3.7%

0% 10% 20% 30%

平原

清源寺

上沖洲

腹赤

腹赤新町

折地

赤崎

高田

鷲巣

立野

向野

宮崎

赤田

葛輪

永方

塩屋

向野北

古城

建浜

駅通

梅田

出町

新町

西新町

宮ノ町

松原

新山

宝町

磯町

上町

中町

下本

今町

下東

西荒神

東荒神

大明神

無回答
N=994

図 居住地（行政区） 

腹赤校区 

六栄校区 

清里校区 

長洲校区 

○回答者の年代をみると、「50～64 歳」 

が約 40％と最も多い。 

○回答者の居住地としては六栄校区と腹赤 

校区がそれぞれ約 38％、約 37％と多い。 

○行政区別にみると、腹赤校区の清源寺が

約 22％と最も多く、次いで六栄校区の向

野北が約 14％となっている。 
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図 通勤・帰宅時間帯 
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図 通勤時の公共交通利用意向 

変更してもよい

12.6%

変更するのは

難しい

85.3%

無回答

2.1%

N=994

（２）通勤の実態 

①通勤・帰宅時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②主な通勤手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）通勤時の公共交通利用意向 

①通勤時の公共交通利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○行きは７時台が約 56％と最も多く、次いで６時台が約 32％となっている。 

○帰りは 17 時台が約 28％と最も多く、次いで 19時台と 18 時台がそれぞれ約 25％、約 22％と 

なっている。 

○主な通勤手段としては、「自家用車 

 （自分で運転）」が約 67％を占め、次

いで「徒歩や自転車」が約 22％とな

っている。 

図 主な通勤手段 

自家用車（自分

で運転）

66.8%

自家用車（家族

や知人等の送

迎や相乗り）

1.7%

バイク（原付バ

イクを含む）

5.4%

徒歩や自転車

22.3%

その他

0.3%

無回答

3.4%

N=994

○通勤時の公共交通利用意向を示した 

 のは回答者の約 13％である。 
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②変更してもよい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③変更が難しい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○変更してもよい理由としては、「交通 

 事故の危険性を低減したい」が最も

多く、約 53％を占め、次いで「環境

負荷の低減に貢献したい」（約 47％）

となっている。 

○変更が難しい理由としては、「出退社 

時刻が不規則」が最も多く、約 57％

を占め、次いで「時間的な制約を受け

たくない」（約 41％）となっている。 

23.2%

52.8%

47.2%

17.6%

1.6%

0% 20% 40% 60%

公共交通の利用で健康増進を図りた

い

交通事故の危険性を低減したい

環境負荷の低減に貢献したい

その他

無回答 N=125

(複数回答)

図 変更してもよい理由 

図 変更が難しい理由 

56.7%

40.7%

11.1%

22.8%

13.7%

0.4%

0% 20% 40% 60%

出退社時刻が不規則

時間的な制約を受けたくない

新たな出費を伴う

通勤や帰宅の途中で複数の立ち寄り

場所がある

その他

無回答 N=848

(複数回答)


